
                                    

星陽中学校（口吉川地区）の統合先について 

                             三木市教育委員会 

 

【経緯】 

１ 地域住民代表の区長協議会と保護者代表の口吉川小学校 PTA 本部による協議 

（令和元年８月） 

・統合先については、保護者間（未就学児を含む。）で協議を進め、地域は、そこで

導き出された方向性を尊重し、地域全体の意向としていくことを確認した。 

２ 保護者会の実施（９月２１日・２４日） 

 保護者（未就学児を含む。）４９人の保護者が参加し、統合先について協議した。 

（検討上の留意事項） 

① 口吉川地区内の全ての子どもたちにとってどうあるべきかの視点 

② 今の子どもたちだけではなく、将来にわたってどうあるべきかの視点 

③ 学校は、まちづくりにとっても非常に重要なものであり、将来の口吉川にと

ってどのような影響が出るのかの視点 

３ 保護者会の実施（１１月６日） 

当日不参加の保護者にも事前に意向を聴取した上で、統合先について投票を行った。 

① 「吉川中学校を統合先に希望する」   １７人 

② 「三木中学校を統合先に希望する」   ３２人 

４ 区長協議会定例会に結果を報告（１１月８日） 

地域として、保護者の意向を尊重することで理解を得た。 

５ 口吉川ふれあいまちづくり協議会での承認（１２月１２日） 

教育委員会に提出する要望書「学校再編に係る意見・要望について」の案を提案し、

協議の上、承認を得た。 

６ 要望書「学校再編に係る意見・要望について」を教育委員会に提出（１２月１３日） 

 

 

【要望内容】  「学校再編に係る意見・要望について」の概要 

 

１ 「こどもファースト」という三木市が掲げる理念のもと、口吉川町に住み、そして

これから生まれ、口吉川で成長していくすべての子ども達にとって望ましいものは何

か、また学校という地域活性化、町づくりにとって非常に大切な問題について、未就

学児を含む保護者を中心に意見交換を重ねた。 

２ 熟慮を重ねた上で保護者が希望する統合先を確認したところ、過半数の保護者が

「三木中学校を望む」という結果となった。 

３ 地域住民としても、保護者が子ども達のために、そして将来の口吉川町のために頭

を悩ませ出した考え方を大切にしたいと考えており、「星陽中学校の統合先としては

三木中学校が望ましい」と考える。 

４ 保護者の声を真摯に傾聴いただき、納得のいく協議を進め、中学校の統合準備に邁

進いただきたい。 

資料１ 


